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改版履歴 
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本マニュアルは、「CLUSTERPRO SingleServerSafe for Windows Ver1.0 アップグレードライセンス(SE 
8.0)」に対応しています。 
 
 
CLUSTERPRO®は日本電気株式会社の登録商標です。 
SingleServerSafe®はNECシステムテクノロジー株式会社の商標です。 
Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標あるい

は商標です。 
Javaは、米国およびその他の国における米国 Sun Microsystems,Inc.の登録商標または商標です。 
その他のシステム名、社名、製品名等はそれぞれの会社の登録商標または商標です。 
 
 

 
 

最新の動作確認情報、システム構築ガイド、アップデートなどは以下のURLに掲載

されています。 
システム構築前に最新版をお取り寄せください。 
 
NECインターネット内でのご利用 

http://soreike.wsd.mt.nec.co.jp/ 
[クラスタシステム]→[技術情報]→[CLUSTERPROインフォメーション] 

 
NECインターネット外でのご利用 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/CLUSTERPRO/ 
[ダウンロード]→[Windowsに関するもの]→[ツール] 
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ドキュメント体系 
 
CLUSTERPRO SingleServerSafeのドキュメントは、CLUSTERPRO SingleServerSafeをご利用になる局

面や読者に応じて以下の通り分冊しています。初めて使用する場合は、システム構築ガイド【導入編】を最

初にお読みください。 
 

■ システム構築ガイド 
  【導入編】 

CLUSTERPRO SingleServerSafeを導入する際に最初に読む説明書です。 
 

  【機能編】 
設定を行うマネージャ画面の操作を中心に、CLUSTERPRO SingleServerSafeの機能について記

述されています。 
 

  【応用編】 
CLUSTERPRO SingleServerSafeを使用しての高度な監視設定や、通常使用しない機能の説明

な ど に つ い て 記 述 さ れ て い ま す 。 CLUSTERPRO SingleServerSafe を 熟 知 し て い る か 、

CLUSTERPROの経験者向きです。 
 

  【保守編】 
CLUSTERPRO SingleServerSafeの構築や運用において注意しなければならない項目をQ&A形

式でまとめています。また、CLUSTERPRO SingleServerSafeの諸元や、用語集を掲載しています。

問題があった場合は、まず目を通してください。 
 

  【アップグレード編】 
CLUSTERPRO SingleServerSafeをCLUSTERPROにアップグレードする際の手順について記述

されています。 
 

■ CLUSTERPRO共通 システム構築ガイド 
【データベース監視オプション編】 

データベース監視オプションを使用する際の説明を記載したリファレンスです。必要に応じてお読み

ください。 
 

【インターネットサーバ監視オプション編】 
インターネットサーバ監視オプションを使用する際の説明を記載したリファレンスです。必要に応じて

お読みください。 
 

【LAN監視オプション編】 
LAN監視オプションを使用する際の説明を記載したリファレンスです。必要に応じてお読みくださ

い。 
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1 CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードの

概要 
 

1.1 アップグレードとは 
CLUSTERPRO SingleServerSafe(以降、SSSと呼ぶことがあります)は、1台のサーバに

おいて、ハードウェアやソフトウェアの障害に対して自動的に復旧処理を行う可用性向上の製

品です。CLUSTERPRO SingleServerSafeでは、さらに可用性を向上させるために、複数の

サーバを１つのシステムにして障害対策を行うクラスタ構成にすることができます。クラスタ構

成は、CLUSTERPRO製品により実現します。 
CLUSTERPRO SingleServerSafeの環境から、CLUSTERPROの環境に更新することを

アップグレードと呼びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         アップグレード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SSS

CLUSTERPRO 
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1.2 アップグレードの条件 
アップグレードを行うためには、以下の条件が必要になります。 
 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeをインストールしたサーバが存在すること。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeの正式ライセンスが存在すること。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスの製品媒体が存在する

こと。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスの正式ライセンスが存在

すること。 
 
 
  CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスのライセンスは、2CPU分

に相当します。つまり、CLUSTERPRO SingleServerSafeの2CPUライセンスとアップグレー

ドライセンス1本でCLUSTERPROの2CPUライセンスと同等になります。アップグレード後のク

ラスタシステムには、システム全体の総CPU数分のライセンスが必要になります。クラスタ化し

た後のライセンスは、CLUSTERPRO SingleServerSafeのライセンスとCLUSTERPROのラ

イセンスを混在させることも可能です。1.6 ライセンスについて を参照してください。 
 
 
 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe の 正 式 ラ イ セ ン ス が 存 在 す る が 、 サ ー バ に

CLUSTERPRO SingleServerSafeをインストールしていない場合は、CLUSTERPRO 
SingleServerSafeをインストールする必要はありません。CLUSTERPROサーバをイン

ストールした後、CLUSTERPRO SingleServerSafeのライセンスとCLUSTERPRO 
SingleServerSafe アップグレードライセンスを登録することで、CLUSTERPROのライ

センスと同等になります。 
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1.3 アップグレードツールで対応するアップグレード条件 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスの製品媒体に格納されてい

るアップグレードツールは、以下のアップグレード方法において、アップグレードを行うことがで

きます。 
 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeをインストールしたサーバをプライマリ(主)サーバと

するクラスタへのアップグレード 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   主サーバ            副サーバ 
 
プライマリサーバとは、CLUSTERPROにおいて、クラスタ生成を最初に行ったサーバのこ

とです。2台目以降のサーバは、サーバ追加でクラスタシステムに加わります。 
 
 

下記のアップグレード方法には対応していませんのでご注意ください。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeをインストールした複数のサーバで１つのクラスタ

システムにするアップグレード 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeをインストールしたサーバを、既に存在するクラス

タシステムに追加するアップグレード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           主サーバ    副サーバ    副サーバ 

SSS 

CLUSTERPRO 

SSS 

CLUSTERPRO 

SSS

CLUSTERPRO 

SSS
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1.4 アップグレードツールが行う処理 
アップグレードツールでは、以下の処理を行います。 
 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したアプリケーション監視の設定情報の移

行。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したOS監視の設定情報の移行。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したIPアドレス監視の設定情報の移行。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したLAN監視の設定情報の移行。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したアカウント情報の移行。 
・ 監視オプションのライセンス情報の移行。 
・ CLUSTERPROとして動作するための最低限の設定。 
 
 

アップグレード処理を開始すると、異常時を除いて途中でアップグレード処理を中断する

ことはできません。また、アップグレード後には元の状態に戻すこともできませんのでご注意く

ださい。何らかの障害でアップグレード処理が中断してしまった場合は、サーバ再起動により

アップグレードツールが自動的に処理を再開します。 
 
 

1.5 アップグレードツールが行わない処理 
アップグレードツールでは、以下の処理を行いません。 
 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定したディスク監視の設定情報の移行。 

CLUSTERPROでは、任意のディスクドライブの監視を行う機能はありません。 
・ CLUSTERPRO SingleServerSafe のLANボード二重化設定の移行。 

CLUSTERPROでは、CLUSTERPRO SingleServerSafeのLANボード二重化機能は

ありません。 
・ CLUSTERPRO用の仮想リソースの設定。 

フローティングIPや仮想コンピュータ名などの仮想リソースの設定は行いません。アッ

プグレード処理が完了した後、別途CLUSTERPROマネージャにより設定を行ってくだ

さい。 
・ CLUSTERPRO用の共有ディスク・ミラーディスクの設定。 

共有ディスクやミラーディスクの設定は行いません。アップグレード処理が完了した後、

手動で設定を行ってください。必要なデータの再配置なども個別に手動で行ってくださ

い。 
・ 仮想リソースや共有ディスクの使用によるスクリプトの修正。 

アップグレード処理が完了した後、CLUSTERPROマネージャによりスクリプトの修正を

行ってください。 
・ 2ノード目以降のサーバ追加。 
 
これらの処理に関しては、アップグレードツールの処理が完了した後、手動で作業を実施し

てください。詳細は、3章以降を参照してください。 
 

クラスタ構成として必要なハードウェアが揃っていなくてもアップグレードを実行すること

が可能です。クラスタとして実運用を行うまでにハードウェアの設定を完了させてください。

また、アップグレードツールを実行する前にハードウェアなどの設定を行っていても構い

ません。 
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1.6 ライセンスについて 
CLUSTERPRO SingleServerSafe の 2CPU ラ イ セ ン ス ご と に 、 CLUSTERPRO 

SingleServerSafe アップグレードライセンスのライセンスが１つ必要です。たとえば、3CPUの

サ ー バ で CLUSTERPRO SingleServerSafe を 使 用 し て い た 場 合 、 CLUSTERPRO 
SingleServerSafe アップグレードライセンスのライセンスが2つ必要になります。 

クラスタシステムにおけるCPU数に対して、CLUSTERPRO SingleServerSafeのCPUライ

センス数が不足している場合は、別途、CLUSTERPROのCPUライセンスをご購入いただい

てライセンスを追加する必要があります。 
 
アップグレードを行ったCLUSTERPRO SingleServerSafeのライセンスをアップグレードに

より構築されたクラスタシステム以外のサーバに流用することはできません。CLUSTERPRO 
SingleServerSafe を 使 用 し た い 場 合 は 、 ア ッ プ グ レ ー ド を 行 っ た ク ラ ス タ シ ス テ ム に

CLUSTERPRO SingleServerSafeのCPUライセンス数と同数のCLUSTERPROのCPUライ

センスを追加で登録した後、CLUSTERPRO SingleServerSafeとCLUSTERPRO Single 
ServerSafe アップグレードライセンスのライセンスを削除してください。 

 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスのライセンスは2CPUライ

センスの扱いになります。 
 
 
例： 
 
 
              2CPUサーバ 

SSSライセンス×1  (2CPU) 
 
 
 
 

 
 
                         2CPUサーバ×2台 (4CPU) 

SSSライセンス×１  (2CPU) 
                            SSSアップグレードライセンス×１ 追加 
                            CLUSTERPROライセンス2CPU×１ (2CPU)  追加 
 
 

SSS 

CLUSTERPRO
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1.7 監視オプションについて 
CLUSTERPRO SingleServerSafe上で監視オプションを使用していた場合、アップグレー

ドツールによって監視オプションのライセンスも引き継がれるため、監視オプション自体の移行

処理は不要です。ただし、クラスタとして追加されるサーバ用の監視オプションが必要となりま

す。クラスタの設定で、サーバを追加した後、追加した各サーバに監視オプションのインストー

ルとライセンスの登録を行ってください。そのため、追加サーバ分の監視オプションのライセン

スを別途ご購入いただく必要があります。 
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2 CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレード

ツールの使い方 
CLUSTERPRO SingleServerSafeアップグレードライセンスのCD媒体内にアップグレード

ツールが格納されています。 
 
 

アップグレード処理中には、何回か自動的にサーバの再起動が実行されます。実行中

のアプリケーションを終了させてから、アップグレード処理を開始してください。また、アッ

プグレード処理中は、不要なアプリケーションは起動しないでください。 
アップグレード作業は、Administrator権限のあるユーザで実施してください。 
アップグレード作業前に、LANから切り離した状態にすることを推奨します。 

 
 

2.1 アップグレード処理の流れ 
 
                                                                     2.4 
 
 
 
                                                                     2.5 
 
 
                                サーバリブート 
                                                                     2.6 
 
 
 
                                                                     2.7 
 
 
                                サーバリブート 
                                                                     2.8 
 
 
 
                                                                     2.9 
 
 
 
                                                                     2.10 
 
 
 
 
 

アップグレードツール 
 
 
 
                                 サーバリブート 
 
 
 
 
 
 
 
                                 サーバリブート 

アップグレード前の状態確認 

SSSの移行情報保存 

SSSのアンインストール 

CLUSTERPROのインストール 

SSSの移行情報の反映 

ライセンスの登録 

ツールの実行 

ツールの終了 
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                                                                   3.2 
 
 
 
                                                                   3.3 
 
 
 
                                                                   3.4 
 
 
 
                                                                   3.5 
 
 
 
                                                                   3.6/3.7 
 
 
 
                                                                   3.8 
 
 
 
 
 
 
 
※各システムによる設定の作業内容は一例です。作業順序などは、特に決まっていませ

んので、設定内容などを考慮して、作業を行ってください。 
 

手動での設定※ 

アプリケーションの設定 

クラスタサーバの設定 

相手側サーバの設定 

クラスタの設定 

フェイルオーバグループの設定 

ハードウェアの設定 

クラスタ運用開始 
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2.2 アップグレード実施前の確認事項 
CLUSTERPROの仕様により、アップグレード処理の前に以下の内容に関して確認を行っ

てください。 
 
1.サーバ名が15文字以内で、使用文字が英数字とハイフンのみであること。 
2.サーバにSNMPサービスがインストールされていること。 
3.IPアドレス監視で、自サーバのIPアドレスが指定されていないこと。 
 
1.2に関しては、アップグレード中に不正を確認すると、修正するための処理が行われま

す。 
3に関しては、アップグレードツールではチェックを行いません。この場合、CLUSTERPRO

移行後のIPアドレス監視用のフェイルオーバグループの更新を行うことができない状態になる

ので、CLUSTERPRO移行後、該当のフェイルオーバグループを削除してください。 
 
 

2.3 CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレード画面 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードツールの画面は、二種類あります。 
 
1) 設定画面 

設定情報など、いくつか入力したり選択したりする必要があります。各種設定を行うた

めの画面です。設定内容によりいくつかの画面が表示されます。画面詳細は、次項以

降を参照してください。 
2) 進捗画面 

アップグレード処理の進捗状況を示す画面です。デスクトップ画面の左上に表示されま

す。アップグレード処理中は、常に表示されています。 
 

 

Fig. 1 

アップグレード処理の進捗を表示します。画面下方のリストに処理内容の詳細を表

示します。 
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2.4 ツールの実行 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスのCD媒体をCDトレイに挿入

すると、自動的にアップグレード画面が表示されます。アップグレード画面が表示されない場合

は、CDドライブ中のUPGRADE.EXEを実行してください。 
 
 

アップグレードツールのupdate(アップグレードツール自体の修正モジュール)が存在す

る場合は、アップグレードCDをCDトレイに挿入し、下記の初期画面が表示された場合

は、[キャンセル]ボタンを押してアップグレードツールを終了させた後、updateモジュー

ル内のUPGRADE.EXEを適当なフォルダにコピーしてから、そのUPGRADE.EXEを実

行してください。 
 
 

2.4.1 初期画面表示 
ツールが起動すると、初期画面が表示されます。 
 

 

Fig. 2 

 
*CLUSTERPROの選択 

アップグレードを行うCLUSTERPROのエディションを選択します。 
 
*作業フォルダの選択 

アップグレード処理で使用する作業フォルダを選択します。ディスク障害に備えて、シ

ステムフォルダ以外を推奨します。 
初期値は、システムのTEMPフォルダですが、複数の固定ディスクが存在する場合は、

システムフォルダ以外のドライブのルートになることがあります。 
作業フォルダは、ここで指定されたフォルダ下に、「SSS Upgrade」というフォルダを作

成し、その下に作業ファイルなどを作成します。 
 
*参照 

作業フォルダを変更する場合に指定します。フォルダ選択画面が表示されるので、適
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当なフォルダを選択してください。 
 

 

Fig. 3 

作業フォルダを選択して[OK]ボタンを押してください。[新しいフォルダ]ボタンを押すこ

とでフォルダを作成することもできます。 
 
 
[OK]ボタンを押すと、アップグレード処理が開始されます。一旦処理を開始すると、処理を

中断することはできません。 
[キャンセル]ボタンを押すと、アップグレード処理を行わず、終了します。 
 
 
作業フォルダ配下のファイルを操作しないでください。アップグレード処理が正常に動作し

ない可能性があります。アップグレード処理完了後、「SSS Upgrade」フォルダは自動的に

削除されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業フォルダの初期値について 
 
作業フォルダは以下のようにして初期値を設定しています。 
1) 環境変数TEMPのフォルダが、システムディスク以外の場合は、TEMPの値とする。

2) 環境変数TEMPのフォルダが、システムディスクの場合、他に固定ディスクのドライ

ブが存在しない場合、TEMPの値とする。 
3) 環境変数TEMPのフォルダが、システムディスクの場合、他に固定ディスクのドライ

ブが存在する場合、システムディスク以外のドライブでドライブ名が最も若いドライブ

のルートとする。 
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2.5 アップグレード前の状態確認 
 

2.5.1 CLUSTERPRO SingleServerSafeの状態確認 
CLUSTERPRO SingleServerSafeのサービスの状態を確認します。サービスが存在しな

いなどの異常時には、アップグレード処理を終了します。 
アップグレードツールが自動的に判断するため、操作は不要です。 
 

2.5.2 CLUSTERPRO用環境確認 
CLUSTERPRO用の環境確認として、サーバ名の確認、SNMPサービスの確認を行います。

サーバ名が、CLUSTERPROでの許容値でない場合は、アップグレードを実施する前にサー

バ名を変更してください。 
CLUSTERPROは、SNMPサービスを必要としますので、SNMPサービスがインストールさ

れていない場合は、表示されるメッセージに従い、WindowsのインストールCDからSNMPのイ

ンストールを行ってください。 
 

 
 
 

 
 
なお、CLUSTERPROで必要なハードウェア情報については、確認を行いません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サーバ名について 
 
CLUSTERPROでは、サーバ名に使用できる文字は、英数字とハイフンのみです。その

他の文字が使用されている場合は、CLUSTERPROを運用することができません。 
サーバ名の変更手順は、以下のとおりです。 
1) Windowsの画面からコンピュータ名を変更する。 

例 
  マイコンピュータを右クリックしてシステムのプロパティを表示 
  ネットワークIDタブのプロパティを指定して、識別の変更画面を表示 
  コンピュータ名のフィールドのサーバ名を変更 

2) サーバを再起動する。 
3) CLUSTERPRO SingleServerSafeの起動時に、CLUSTERPRO SingleServer 

Safeの内部情報中のサーバ名情報が自動的に更新される。 
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2.5.3 CLUSTERPRO SingleServerSafeのサービス設定 
CLUSTERPRO SingleServerSafeのサービスを全て手動起動に変更し、サーバ再起動時

にCLUSTERPRO SingleServerSafeが動作しないようにします。 
アップグレードツールが自動的に処理を行うため、操作は不要です。 
 
処理が完了したら、サーバを再起動します。メッセージボックスが表示されますので、OKボ

タンを押してください。サーバの再起動が実行されます。CLUSTERPRO SingleServerSafe 
アップグレードライセンスのCDは、CDドライブに入れたままの状態にしておいてください。 

 

 

Fig. 4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

サーバの再起動について 
 
移行を行う前に、CLUSTERPRO SingleServerSafeの情報が確定している必要があり

ます。CLUSTERPRO SingleServerSafeが動作中の場合、マネージャ画面から情報変

更の可能性があるため、CLUSTERPRO SingleServerSafeが起動しない状態にして

サーバの再起動を行うことで、移行情報を確定しています。 
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2.6 CLUSTERPRO SingleServerSafeの移行情報保存 
サーバが再起動し、ログインを行うと、自動的にアップグレード処理が続行されます。 
CLUSTERPRO SingleServerSafeの各種情報が保存されます。保存処理は、アップグ

レードツールが自動的に処理を行うため、操作は不要ですが、以下の場合は、確認用の画面

が表示されますので、移行情報を選択してください。 
 

2.6.1 LANボード監視のネットワークアドレス選択 
CLUSTERPRO SingleServerSafeのLANボード監視で設定しているLANボードに複数の

ネットワークアドレスが設定されている場合、CLUSTERPROに移行した際に監視を行いたい

ネットワークアドレスを選択します。 
 

 

Fig. 5 

 
LANボード監視を複数設定しており、それらのLANボードが、複数のネットワークアドレスを

設定していた場合は、この画面が複数表示されます。 
監視設定されているLANボードにネットワークアドレスが１つも設定されていない場合は、そ

のLANボードを指定しているLANボード監視の情報の設定は、CLUSTERPROに引き継がれ

ません。この場合、確認のメッセージが表示されます。 
 

監視設定されているLANボードにネットワークアドレスが１つしかない場合は、この画面

は表示されません。 
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2.6.2 移行情報の確認 
移行情報の保存が完了すると、変更可能な情報について、確認画面が表示されます。 
 

 

Fig. 6 

 
*クラスタ名 

移行後のクラスタ名を指定します。クラスタ名は、15文字以内の英数字とハイフン、ア

ンダーバーで指定します。 
初期値は、[SSS]です。 

 
*IPアドレス 

CLUSTERPROがクラスタノード間の通信に使用するLAN（インタコネクトLAN）のIPア

ドレスを指定します。LAN障害によりノード間通信が不通になることを防ぐため、インタコ

ネクトLANは複数必要ですので、ここでは二つ以上のIPアドレスを指定します。例えば、

パブリックLAN（クライアント側などと通信を行う通常使用するLAN）とインタコネクト用

LAN（クラスタ間の制御用に使用する専用LAN）が一つずつ存在する場合、パブリック

LANをバックアップのインタコネクトLANとして使用するため、それぞれのLANのIPアドレ

スを、インタコネクト用のアドレスが上になるように指定します。 

初期値は、現在のサーバに設定されているIPアドレスです。複数設定されている場合

は、複数表示されます。現在のサーバに設定されていないIPアドレスを用いる場合は、

[追加]ボタンでIPアドレスを追加してください。 
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ここで指定したIPアドレスが、現在サーバに設定されている必要はありません。ただし、

アップグレード完了後、クラスタ運用をするまでに忘れずに設定を行う必要があります。 
 
 

ここで指定したIPアドレスは、別々のLANボードのIPアドレスとして設定する必要がありま

す。つまり、CLUSTERPROにおいては、1サーバにつきLANボードを最低2枚必要としま

す。 
 
 

*追加 
IPアドレスを追加します。IPアドレス追加画面が表示されます。 
 

 

 

Fig. 7 

 
*削除 

選択したIPアドレスを削除します。 
 

*上へ 下へ 
選択したIPアドレスをリストの上下に移動します。 
リストの上下は、インタコネクトLANの優先度を示します。最上位にあるIPアドレス

を使用してインタコネクト通信を行います。上位のLANで通信障害が発生した場合は、

その下のIPアドレスを使用してインタコネクト通信を行います。 
そのため、インタコネクト専用LANのIPアドレスは上側へ、パブリックLAN用のIPア

ドレスは下側に設定してください。 
インタコネクトの優先順位については、CLUSTERPROの構築ガイドを参照してくだ

さい。 
 

な お 、 こ こ で 指 定 し た IP ア ド レ ス の 優 先 順 位 は 、 CLUSTERPRO 運 用 時 に 、

CLUSTERPROマネージャから変更することが可能です(3.7.1 インタコネクト 参照)。IP
アドレスそのものの変更もCLUSTERPRO運用時に可能ですが、手順が複雑なため、こ

こで正しい値を指定することを強く推奨します。 
 
*ユーザ名 

CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定した監視グループ実行時のユーザ名情報

を設定します。Administrator権限のユーザと、マネージャ画面から設定したユーザがあ

ればそのユーザが表示されています。通常は、変更する必要はありません。 
 

*編集 
設定されているユーザのパスワードを変更することができます。パスワード変更画
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面が表示されます。 
 

 

Fig. 8 

パスワードは、31文字以内で指定します。パスワードなしは不可です。 
 

*削除 
指定したユーザ情報を削除します。 
 

なお、ここで指定したユーザ情報は、CLUSTERPRO運用時に、CLUSTERPROマ

ネージャから変更することが可能です。CLUSTERPROマネージャでユーザ情報の追加、

削除も可能です(3.7.5 アカウント 参照)。 
 

*グループ名 
CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定されているグループとモニタリソースがグ

ループとして表示されます。このグループが、CLUSTERPROのフェイルオーバグループ

として移行されます。 
ここでは、移行後のグループ名を変更することができます。グループ名は、15文字以

内の英数字とハイフン、アンダーバーで指定します。同一のグループ名を指定することは

できません。大文字・小文字は同じ文字として扱われます。 
初期値は、CLUSTERPRO SingleServerSafeでの監視名です。 
 
CLUSTERPROでは、グループの起動順序変更機能はありません。グループ名の昇

順に従って起動が行われます(自動起動時)。 
起動順所をグループ名で制御したい場合は、グループ名を適宜変更してください。 
 

*変更 
グループ名を変更します。グループ名変更画面が表示されます。 

 

 

Fig. 9 
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*ポート番号 

CLUSTERPROで使用するポート番号を指定します。ポート番号を重複することはで

きません。最初の3つは、CLUSTERPROのモニタが使用するTCPのポート番号で、最

後の1つは、CLUSTERPROがクライアントサービスと通信するUDPのポート番号です。 
既定値は、20003、20004、20005、20006です。 
 
なお、ここで指定したポート番号は、CLUSTERPRO運用時に、CLUSTERPROマ

ネージャから変更することが可能です(3.7.2 ポート番号 参照)。 
また、ここで指定しない他のCLUSTERPROの使用ポート番号は、CLUSTERPROの

インストール時に指定します(2.8 CLUSTERPROのインストール 参照)。 
 
[OK]ボタンを押した後は、確認メッセージボックスが表示されますので、問題なければ、[は

い]を指定してください。 
 

 

Fig. 10 
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2.7 CLUSTERPRO SingleServerSafeのアンインストール 
確認メッセージの後、アンインストールの確認のメッセージが表示されます。 
 

 

Fig. 11 

イ ベ ン ト ビ ュ ー ア や レ ジ ス ト リ エ デ ィ タ が 起 動 さ れ て い る と 、 CLUSTERPRO 
SingleServerSafeのアンインストールができないため、イベントビューアやレジストリエディタが

起動されている場合は、終了させてください。また、アンインストール処理中にこれらを起動し

ないでください。 
 
確認メッセージの後、CLUSTERPRO SingleServerSafeのセットアップ画面が自動的に表

示されます。ここで、[削除]を選択して、CLUSTERPRO SingleServerSafeのアンインストー

ルを実行します。 
 

 

Fig. 12 
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誤って[修正]を選択して実行してしまった場合は、サーバを再起動させてください。サー

バ 再 起 動 後 、 下 記 の メ ッ セ ー ジ で [OK] ボ タ ン を 押 す こ と で 、 CLUSTERPRO 
SingleServerSafeのアンインストール処理から自動的にアップグレード処理を続行しま

す。 
 

 
 

サーバ再起動後、上記メッセージが表示されない場合は、CD媒体のUPGRADE.EXEを

直接実行することでメッセージが表示されます。 
 
 
アンインストールを実行すると、最後にコンピュータの再起動選択画面が表示されるので、

「いいえ、後でコンピュータを再起動します」を選択してください。 
 

 

Fig. 13 
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誤って「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択して実行してしまった場合は、

サーバを再起動させてください。サーバ再起動後、下記のメッセージで[OK]ボタンを押

すことで、CLUSTERPRO SingleServerSafeのアンインストール処理から自動的に

アップグレード処理を続行します。 
 

 
 

サーバ再起動後、上記メッセージが表示されない場合は、CD媒体のUPGRADE.EXEを

直接実行することでメッセージが表示されます。 
 
 
CLUSTERPRO SingleServerSafeのアンインストール後、アップグレードツールが自動的

にアンインストールの確認を行った後、サーバリブートを実行します。 
 

 

Fig. 14 

 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafeのアンインストールに失敗した場合は、自動的に

CLUSTERPRO SingleServerSafeのインストール、再度のアンインストール処理が行

われます。表示されるメッセージに従って操作を実施してください。 
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2.8 CLUSTERPROのインストール 
サーバの再起動が完了すると、自動的に確認メッセージが表示されます。 
 

 

Fig. 15 

 
[OK]ボタンを押すと、CLUSTERPROのインストールが開始されます。 
 

 
CLUSTERPROのインストール画面が表示されるまで、数秒の待ち時間があります。 
 

 

 

Fig. 16 

 
 

CLUSTERPROのインストール画面での設定内容の詳細は、CLUSTERPROシステム

構築ガイド クラスタ生成ガイド(共有ディスク)を参照してください。 
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Fig. 17 

 
ポート番号指定画面では、Upgrade設定の画面で指定したポート番号(2.6.2 移行情報の

確認 参照)と重複していないことを確認してください。 
 
インストールを実行すると、最後にコンピュータの再起動選択画面が表示されるので、「いい

え、後でコンピュータを再起動します」を選択してください。 
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Fig. 18 

 
CLUSTERPRO Serverのインストール後、アップグレードツールが自動的にインストールの

確認を行った後、次の処理に移ります。 
 
 

誤って「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択して実行してしまった場合は、

サーバを再起動させてください。サーバ再起動後、下記のメッセージで[OK]ボタンを押

すことで、SSS情報の移行処理から自動的にアップグレード処理を続行します。 
 

 
 

サーバ再起動後、上記メッセージが表示されない場合は、CD媒体のUPGRADE.EXEを

直接実行することでメッセージが表示されます。 
 
 
 

CLUSTERPROのインストールに失敗した場合は、自動的にCLUSTERPROのアンイ

ンストール、再度のインストール処理が行われます。表示されるメッセージに従って操作

を実施してください。 
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2.9 CLUSTERPRO SingleServerSafeの移行情報の反映 
CLUSTERPROのインストールが確認されると、SSSの移行情報が自動的に反映されます。

操作は必要ありません。 
 
 

設定値やスクリプトなどは、アップグレード後にクラスタ構成に合わせて修正してくださ

い。 
 
 

2.10 アップグレードライセンスの登録 
移行情報の反映が完了すると、ライセンス登録画面が表示されます。 
 
 

ライセンス情報は、製品に同梱されているライセンスシートに記述されています。ライセン

スシートは、再セットアップ時にも必要になりますので、大切に保管してください。 
 
 

2.10.1 ライセンスマネージャ先頭画面 
 

 

Fig. 19 

 
[登録]を指定してライセンス登録を行ってください。 
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ここでライセンス登録を行わなかった場合は、スタートメニューからライセンス登録を行ってく

ださい。スタートメニューについては、「5章 スタートメニュー」を参照してください。 
 

2.10.2 ライセンス登録方法選択画面 
 
 [登録]ボタンを押すと、登録方法を選択する画面が表示されます。 
 

 

Fig. 20 

 
[ライセンス項目を入力して登録]を指定してください。 
 
 

[ライセンスファイルから登録]は、試用版でライセンスキーのファイルを入手した場合に

使用します。 
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2.10.3 製品選択画面 
 
[ライセンス項目を入力して登録]ボタンを押すと、登録方法を選択する画面が表示されま

す。 
 

 

Fig. 21 

 
OS情報に[Windows版]、製品区分に[製品版]を指定し、製品情報に[CLUSTERPRO(R) 

SingleServerSafe（TM） for Windows Ver1.0 アップグレードライセンス(SE 8.0)]を選択し、

[次へ]ボタンを押します。 
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2.10.4 ライセンス単位選択画面 
 
 [次へ]ボタンを押すと、ライセンス単位を選択する画面が表示されます。 
 

 

Fig. 22 

ライセンス単位とライセンス数は、ライセンスシートに記述されていますので、参照してくださ

い。 
 
[CPU単位]を選択して、ライセンスシートに記述されているライセンス数を指定します。 
既定値では、[ノード単位]になっているので注意が必要です。 
 
 [次へ]ボタンを指定します。 
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2.10.5 ライセンスキー入力画面 
 
 [次へ]ボタンを押すと、ライセンスキーを入力する画面が表示されます。 
 

 

Fig. 23 

 
シリアル番号とライセンスキーを入力します。 
シルアル番号とライセンスキーは、ライセンスシートに記述されていますので、参照してくだ

さい。 
 
各値を入力して、[次へ]ボタンを指定します。 
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2.10.6 ライセンス登録確認画面 
 
 [次へ]ボタンを押すと、ライセンス確認画面が表示されます。 
 

 

Fig. 24 

 
[次へ]ボタンを押すと、ライセンス登録が行われ、登録完了のダイアログが表示されます。 
 



37 
 
 
 

 

Fig. 25 

 
ダイアログの[OK]ボタンを押すと、ライセンス登録画面に戻ります。 
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2.10.7 ライセンス登録画面 
 
ライセンス登録完了のダイアログで[OK]ボタンを押すと、ライセンス登録の先頭画面に戻り

ます。 
 [登録]ボタンを押すと、次のライセンスキーの登録を行います。 
 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスは、アップグレード対象

のCLUSTERPRO SingleServerSafeのライセンスと同数を登録してください。 
 
 

 

Fig. 26 

[終了]ボタンを押すと、ライセンス登録作業が終了します。 
ライセンス登録作業の完了により、アップグレードツールの処理は終了します。 
 

 

Fig. 27 

アップグレードが完了したら、アップグレードCDをCDドライブから取り出してください。 
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3 ツール終了後のサーバ設定 
 
 

3.1 システム設定の流れ 
システム設定では、以下のような作業が必要になります(一例です)。作業順序などは、特に

決まっていませんので、設定内容などを考慮して、作業を行ってください。 
 
 
 
 
 
                                                                   3.2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                   3.3 
 
 
 
 
 
 
                                                                   3.4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アップグレードツール終了 

各システムによる設定※ 

アプリケーションの設定 

ハードウェアの設定 

サーバの電源OFF 

共有ディスク接続ボードの装着 

サーバの起動 

ネットワークの設定 

ディスクの設定 

アプリケーションの設定 

アプリケーションのデータの移行 

LANボードの装着 

クラスタサーバの設定 
クロスコールの設定 

CLUSTERPROサービスを自動起動に設定 

サーバシャットダウン、電源OFF 



40 
 
 
 

 
                                                                   3.5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                    3.6/3.7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                    3.8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

相手側サーバの設定 

クラスタの設定 

サーバの設定/OSの設定 

CLUSTERPROマネージャのインストール 

CLUSTERPROマネージャでのクラスタ登録 

CLUSTERPROマネージャでのサーバ追加 

ディスクの設定 

アプリケーションの設定 

クロスコールの設定 

CLUSTERPROサービスを自動起動に設定 

両サーバ起動 

CLUSTERPROインストール 

CLUSTERPROマネージャでクラスタ設定の変更・追加 

サーバシャットダウン 

ファイルオーバグループの設定 
フェイルオーバグループのリソース追加 

フェイルオーバグループの動作確認 

フェイルオーバグループの自動起動設定 

フェイルオーバグループのスクリプト修正 

フェイルオーバグループのポリシ追加 
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以下に設定方法について説明しますが一例ですので、必ず「CLUSTERPROシステム構築

ガイド クラスタ生成ガイド」などCLUSTERPROの構築ガイドを参照してください。 
 
 

CLUSTERPROの機能に変更があった場合、構築ガイド改版の時期により、本構築ガ

イ ド と CLUSTERPRO の 構 築 ガ イ ド に 相 違 が あ る こ と が あ り ま す 。 そ の た め 、

CLUSTERPROの構築ガイドを必ずお読みください。 
 

クラスタ運用開始 
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3.2 ハードウェアの設定 
3.2.1 ネットワーク 

CLUSTERPROでは、パブリックLAN用とインタコネクト用に、最低2つのネットワークを設定

する必要があります。LANボードが1枚しかない場合は、サーバの電源をOFFにして、LAN
ボードの装着から行ってください。 

LANボードには、用途に合わせて、アップグレードに指定したIPアドレスの設定や、バインド

の設定などを行ってください。詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド クラスタ生成ガイ

ドを参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2.2 ディスク 
共有ディクスを使用する場合、接続用のボード(Fibre ChannelのHost Bus Adapterなど)を

装着してください。ディスク装置の設定が完了したら、パーティションの分割、ドライブ文字の設

定など、Windowsでの設定やCLUSTERPROの設定ツールを使用して、設定を行ってくださ

い。詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド クラスタ生成ガイドを参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DHCP使用不可。IPアドレスを固定で割り付ける。

ネットワークのプロパティで[Microsoft ネットワーク

用ファイルとプリンタ共有]の[プロパティ]の「ネット

ワークアプリケーションのスループットを最大にす

る」を選択する。 
バインドパス順序をパブリックLANがインタコネクト

より前になるようにする。 

インタコネクト用にLANボードを追加。 
DHCP使用不可。IPアドレスを固定で割り付ける。 
ネットワークのプロパティで[インターネットプロトコル

(TCP/IP)]以外のチェックをはずす。 

共有DISK接続ボードを取

り付ける。 

パーティション分割を行う。 
ドライブ文字の設定を行う。 
ドライブのフォーマットを行う。 
共有DISKの設定を行う。 

パブリックLAN

インタコネクトLAN
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3.3 アプリケーションの設定 
フェイルオーバが発生した際に待機系に引き継ぐ必要のあるデータファイルは、共有ディス

ク上に配置しなければなりませんので、必要に応じて各アプリケーションのファイルの再配置

や設定変更を行ってください。また、フェイルオーバしてもクライアントから接続できるように、フ

ローティングIPアドレスや仮想コンピュータ名を使う必要がありますので、アプリケーションの通

信設定も必要に応じて変更してください。 
新たにCLUSTERPROをインストールするサーバにも、アプリケーションをインストールして、

同一環境を作成する必要があります。 
各アプリケーションのクラスタシステム上でのファイル配置や、必要な設定については、

「CLUSTERPROシステム構築ガイド PP編」を参照してください。 
 
 
 

CLUSTERPROのディスクアドミニストレータから共有ディスクのクロスコール設定を行

うと、共有ディスクへのアクセスが制限されるため、アプリケーションのファイル再配置や

再インストールの後にクロスコール設定を行うことをお勧めします。 
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3.4 クラスタサーバの設定 
3.4.1 クロスコールの設定 

Startメニューから[CLUSTERPRO Server]－[ディスク アドミニストレータ]を指定して、クロ

スコールディスクの設定を行います。 

 

Fig. 28 

 

3.4.2 クラスタのサービスの設定 
サーバの環境の設定が完了したら、CLUSTERPRO Serverサービスを自動起動にして、

サーバをシャットダウンし、他サーバの設定が完了するまで電源をOFFにしておきます。 

 

Fig. 29 
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3.5 相手側サーバの設定 
3.5.1 サーバの設定 

サーバに各種ハードウェアの装着を行い、OS起動後、ディスクパーティションのドライブ文

字の設定やアプリケーションの設定などを行います。 
 

3.5.2 CLUSTERPROのインストール 
CLUSTERPROをインストールします。 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスのCD媒体をCDトレイに挿入

すると、自動的にCLUSTERPROのセットアップメニュー画面が表示されます。メニュー画面が

表示されない場合は、CDドライブ中のUPGRADE.EXEを実行してください。 
 

 

Fig. 30 

 
「 CLUSTERPRO SE for Windows Ver8.0 」 を 選 択 し て 、 ク リ ッ ク し て く だ さ い 。

CLUSTERPROのインストールが開始されます。 
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Fig. 31 

 
ポート番号指定画面では、Upgrade中のCLUSTERPROサーバのインストールで指定した

ポート番号と同じ値を指定してください。 
 

CLUSTERPROのインストール画面での設定内容の詳細は、CLUSTERPROシステム

構築ガイド クラスタ生成ガイド(共有ディスク)を参照してください。 
 
 

3.5.3 CLUSTERPROインストール後の処理 
CLUSTERPROのインストールが完了したら、共有ディスクのクロスコール設定などを行い、

CLUSTERPRO Serverサービスを自動起動に変更します。 
 
サーバを再起動するとともに、電源をOFFしている相手側サーバも起動を行います。 
 
 

CLUSTERPROインストール後の処理の詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド 
クラスタ生成ガイド(共有ディスク)を参照してください。 
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3.6 CLUSTERPROの設定 
3.6.1 CLUSTERPROマネージャのインストール 

CLUSTERPROの監視・操作を行う管理端末に、CLUSTERPROマネージャをインストール

します。CLUSTERPROサーバにインストールすることもできます。 
CLUSTERPRO SingleServerSafe アップグレードライセンスのCD媒体をCDトレイに挿入

すると、自動的にCLUSTERPROのセットアップメニュー画面が表示されます。メニュー画面が

表示されない場合は、CDドライブ中のUPGRADE.EXEを実行してください。 
 

 

Fig. 32 

 
「CLUSTERPRO Manager for Windows Ver8.0」を選択して、クリックしてください。

CLUSTERPRO マネージャのインストールが開始されます。 
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Fig. 33 

 
ポート番号指定画面では、 [マネージャモジュール間通信で使用されるTCPポート ]に

Upgradeで指定したポート番号と異なる番号を、それ以外は、CLUSTERPROサーバのインス

トールで指定したポート番号と同じ値を指定してください。 
 
 

CLUSTERPRO マ ネ ー ジ ャ の イ ン ス ト ー ル 画 面 で の 設 定 内 容 の 詳 細 は 、

CLUSTERPROシステム構築ガイド クラスタ生成ガイド(共有ディスク)を参照してくださ

い。 
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3.6.2 クラスタ登録 
 

 

Fig. 34 

メニューから「マネージャ」を指定して、CLUSTERPROマネージャを起動します。 
 

 

Fig. 35 
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マネージャ画面に処理選択のメッセージが表示されるので、[クラスタの登録]を指定します。 
 

 

Fig. 36 

アップグレード時に指定したクラスタ名、アップグレードを行ったサーバ名とパブリックLAN
のIPアドレスを指定して、[OK]ボタンを押してください。 

 

 

Fig. 37 
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3.6.3 サーバ追加 

 

Fig. 38 

クラスタのアイコンを指定して右クリックするとメニューが表示されるので、[サーバの追加]を
指定します。 

 

 

Fig. 39 

サーバ名とパブリックLANのIPアドレスを指定して、[OK]ボタンを押してください。 
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3.7 CLUSTERPROの設定値の変更 
3.7.1 インタコネクト 

移行時に設定したIPアドレスが設定されていますが、変更することも可能です。 

 

Fig. 40 
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3.7.2 ポート番号 
移行時に設定したポート番号が設定されていますが、変更することも可能です。 

 

Fig. 41 



54 
 
 
 

 

3.7.3 ネットワークパーティション解決方式 
移行後は、ネットワークパーティション解決方式が設定されていません。適当なネットワーク

パーティション解決方式を設定してください。 

 

Fig. 42 

 
 
 

ネットワークパーティション解決方式の詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド 基

本編を参照してください。 
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3.7.4 監視時間 
移行前にOS監視の設定があれば、その設定を元に、異常検出時の動作が設定されます。

その他の項目に関しては、CLUSTERPROの既定値が設定されていますので、必要に応じて

修正します。 

 

Fig. 43 

 
 

監視時間の各項目の設定内容の詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド GUIリ
ファレンスを参照してください。 
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3.7.5 アカウント 
移行時に設定したアカウントが設定されていますが、変更することも可能です。 

 

Fig. 44 
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3.8 フェイルオーバグループの設定 
3.8.1 リソースの追加 

フェイルオーバを行うために、ディスクやIPアドレスなどを仮想リソースとして追加します。 
 
フェイルオーバ時に待機系に引き継ぐ必要のあるデータがある。 

→DISKリソースを追加 
フェイルオーバ時にも同一IPアドレスで通信を行う必要がある。 

→フローティングIPまたは仮想IPを追加 
フェイルオーバ時にも同一コンピュータ名で通信を行う必要がある。 

→仮想コンピュータを追加 
プリンタを使用している。 

→プリンタを追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アプリケーション 

IPアドレス  → フローティングIPリソース 
コンピュータ名  → 仮想コンピュータ名リソース 

ディスク → 仮想ディスクリソース

プリンタ → プリンタリソース 
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Fig. 45 

 

 

Fig. 46 
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3.8.2 スクリプト修正 
CLUSTERPRO SingleServerSafeで設定した監視情報は、CLUSTERPROのフェイル

オーバグループとして移行されていますので、必要に応じて起動・終了のスクリプトファイルを

修正してください。フェイルオーバグループに設定した仮想リソースの設定値を元にして、IPア

ドレスやデータのパスなどを修正します。また、クラスタ運用にあたって、通常起動、フェイル

オーバ後の動作など、クラスタ状態により処理を変更する場合は、スクリプトを詳細に設定して

ください。 
特に、CLUSTERPRO SingleServerSafe時にカスタム設定したスクリプトは、スクリプト内

容をそのまま移行していますので、クラスタ環境に合わせて必要に応じて修正してください。 
 

 

Fig. 47 
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3.8.3 ポリシ追加 
アップグレード完了時点では、アップグレードを行ったサーバのみが、フェイルオーバグルー

プの起動サーバとなっています。クラスタとして障害時にフェイルオーバさせるためには、フェ

イルオーバ先のサーバをフェイルオーバポリシとして追加する必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig. 48 

アプリケーション

サーバ１ サーバ２ 

アプリケーション 
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3.8.4 フェイルオーバグループの動作確認 
CLUSTERPROマネージャからフェイルオーバグループの起動・停止・移動などを操作して、

フェイルオーバグループの設定が正しいかどうか動作確認を行ってください。 
動作確認には、CLUSTERPROシステムチェックリストやフェイルオーバグループ遷移表を

ご利用ください。これらの資料は、別売のCLUSTERPRO Startup Kit 2か、CLUSTERPRO
のホームページから入手することができます。 

 

3.8.5 フェイルオーバグループの自動起動設定 
移行後のフェイルオーバグループは、手動起動の状態になっています。サーバの環境が構

築され、クラスタとして運用可能になった時点で、必要に応じて自動起動に変更してください。 
CLUSTERPROマネージャの操作の詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガイド GUIリ

ファレンスを参照してください。 

 

Fig. 49
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4 移行情報の詳細 
 

4.1 各監視リソースの移行方法 
CLUSTERPRO SingleServerSafeの監視リソースは、下記の表のように移行します。 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe 
移行前 

CLUSTERPRO 
移行後 

アプリケーション監視 フェイルオーバグループ 
サービス監視(起動制御あり) フェイルオーバグループ 
サービス監視(起動制御なし) フェイルオーバグループ 
OS監視 クラスタプロパティの監視時間タブ 
ディスク監視 移行しない（該当機能なし） 
IPアドレス監視 フェイルオーバグループ(グループプロパ

ティのリソース監視タブ) 
LAN監視 フェイルオーバグループ 

 
 

4.2 各監視リソースの移行内容 
各監視リソースの移行内容の詳細を示します。「CLUSTERPRO 移行後」の「←」は、

CLUSTERPRO SingleServerSafeの設定値をそのまま移行することを示しています。 
 

4.2.1 アプリケーション監視 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe 
移行前 

CLUSTERPRO 
移行後 

監視名 ← 
フェイルオーバグループ名 

監視コマンド ← 
グループ起動属性 常に手動起動 
起動タイムアウト ← 
終了タイムアウト ← 
連続リブート制限回数 移行しない（該当機能なし） 
アプリケーション実行ユーザ名 ← 
リブート前の復旧動作/アプリケーション

再起動 
← 

リブート前の復旧動作/グループ再起動 ← 
リブート前の復旧動作/直ちにリブート サーバダウン 
リトライ回数 ← 
リトライ回数初期化時間 ← 

 

4.2.2 サービス監視(起動制御あり) 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe CLUSTERPRO 
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移行前 移行後 
監視名 ← 

フェイルオーバグループ名 
サービス名 ← 
グループ起動属性 常に手動起動 
起動タイムアウト ← 
終了タイムアウト ← 
連続リブート制限回数 移行しない（該当機能なし） 
サービスの起動完了待ち ← 
リブート前の復旧動作/サービス再起動 ← 
リブート前の復旧動作/グループ再起動 ← 
リブート前の復旧動作/直ちにリブート サーバダウン 
リトライ回数 ← 
リトライ回数初期化時間 ← 

 

4.2.3 アプリケーション監視として複数の監視種別が存在する場合 
１つのフェイルオーバグループとして移行します。移行内容は、上記のアプリケーションや

サービスの移行と同様です。コマンド記述も、移行されます。特定アプリケーションの設定

(DB2やOracleなど)も、１つのフェイルオーバグループとして移行されます。 
 

4.2.4 カスタム設定 
カスタム設定として設定したスクリプトの内容は、そのまま移行されます。 
 

4.2.5 サービス監視(起動制御なし) 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe 
移行前 

CLUSTERPRO 
移行後 

監視名 ← 
フェイルオーバグループ名 

サービス名 ← 
監視属性 常に手動起動 
復旧処理/サーバリブート サーバダウン 
復旧処理/なにもしない ← 
連続リブート制限回数 移行しない（該当機能なし） 

 

4.2.6 OS監視 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe 
移行前 

CLUSTERPRO 
移行後 

監視名 移行しない 
監視間隔 移行しない（該当機能なし） 
タイムアウト 5分 
復旧動作/なにもしない ← 
復旧動作/HWリセット ← 
復旧動作/STOPエラー ← 

 

4.2.7 IPアドレス監視 
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CLUSTERPRO SingleServerSafe 

移行前 
CLUSTERPRO 

移行後 
監視名 ← 

フェイルオーバグループ名 
IPアドレス ← 
監視属性 常に手動起動 
タイムアウト 実行間隔5秒 

タイムアウト3秒 
異常連続発生回数6回 

復旧処理/サーバリブート フェイルオーバ 
復旧処理/なにもしない ← 
連続リブート制限回数 移行しない（該当機能なし） 

 

4.2.8 LANボード監視 
 

CLUSTERPRO SingleServerSafe 
移行前 

CLUSTERPRO 
移行後 

監視名 ← 
フェイルオーバグループ名 

LANボード 指定LANボードに設定されているネット

ワークアドレス 
監視属性 常に手動起動 
監視間隔 ← 
タイムアウト ← 
リトライ回数 ← 
復旧処理/サーバリブート サーバダウン 
復旧処理/なにもしない ← 
連続リブート制限回数 移行しない（該当機能なし） 

 
 

LANボード監視のために使用しているCLUSTERPRO LAN監視オプションのバージョ

ンがR2.0の場合、SNMPを使用した監視を行う必要があります。そのため、スクリプト記

述の変更とSNMPの設定が必要になります。詳細は、CLUSTERPROシステム構築ガ

イド LAN監視オプション編を参照してください。 
 
 

4.2.9 補足 
1) フェイルオーバグループ名は、アップグレード処理中に設定確認画面で変更すること

ができます。ただし、フェイルオーバグループ名を重複させることはできません。 
2) 実行属性(起動属性/監視属性)は、全て手動起動になります。移行後の動作を確認し

た後、必要に応じて手動起動にします。 
3) IPアドレス監視の移行後は、障害時の動作がIPアドレス監視のフェイルオーバグルー

プのフェイルオーバとなり、このままでは、クラスタとして有効な動作になりません。IP
アドレス監視のフェイルオーバグループにIPアドレスを必要とするアプリケーションの制

御などのスクリプト記述を行うなど、クラスタ用に設定を見直してください。 
4) LANボード監視で指定されているLANボードにIPアドレスが設定されていない場合は、

監視情報を移行しません。LANボードに複数のネットワークアドレスが設定されている
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場合は、アップグレード処理中に選択画面が表示されるので、１つを選択します。 
5) CLUSTERPROの設定項目のうち、CLUSTERPRO SingleServerSafeに該当する設

定項目がない場合、CLUSTERPROの既定値が設定されます。 
6) ス ク リ プ ト 記 述 内 の ARMLOAD コ マ ン ド の watchID の 値 は 、 CLUSTERPRO 

SingleServerSafeでの設定値を元に自動的に作成されます。移行後にwatchIDの値

を変更することは可能ですが、watchIDがCLUSTERPRO内で重複しないように注意

してください。ARMLOADコマンドのwatchIDを変更した場合は、対応するARMKILLの

watchIDも忘れずに変更してください。 
7) 移行後のスクリプト記述は、CLUSTERPROのSTART.BAT/STOP.BATの雛形を元

に、監視記述を埋め込んでいます。必要に応じて、記述を見直してください。 
 
 

4.3 万一アップデートツールが動作しなくなったら 
システム異常などでアップデートツールが動作しなくなった場合は、下記の対処を行ってくだ

さい。ただし、CLUSTERPRO SingleServerSafeやCLUSTERPROの環境、およびアップ

デートルールの途中までの状態は保証されません。また、アップグレード処理中に下記のレジ

ストリやファイルの操作を行った場合の動作も保証しません。 
 
1) レジストリ 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWATE¥NEC¥SSSUpgradeがあれば削除する。 
2) ファイル 

TEMPフォルダと作業フォルダ配下に、SSS Upgradeフォルダがあれば削除する。 


